参考様式３　履歴書（省令第80条第１項第５号・第18号　省令第80条第２項　省令第82条第２項第３号ロ・第４号ハ　省令第118条第２項第８号・第21号　省令第121条第２項第８号・第21号　省令第126条の３第１項第１号・第２号　省令第126条の３第２項　省令第126条の４第３項第２号ロ　省令第157条第２号　省令第166条第２号関係）
	ふりがな
	　
	男・女
	生年月日
	年　　月　　日生

（満 　　 才）
	
	年　月
	職　　　　歴

	氏名
	　
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	ふりがな
	　
	
	
	

	現住所
	　
	
	
	

	年　月
	最　終　学　歴
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	年　月
	職　　　　歴
	
	
	

	
	
	
	
	罰則等

	
	
	
	年　月
	罰則等の内容
	罰則等の原因となる事実

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	　以上のとおり相違ありません。
　　　　　 年 　　 月 　　 日

氏名

	
	
	
	

	
	
	
	


（記載上の注意）

１．「職歴」欄には、役員である場合は、代表取締役、取締役、会計参与又は監査役の区分を明確にし、社長、専務取締役、営業本部長等の場合は、その旨を併記すること。現在就任しているものには（現職）と記載し、非常勤の場合は（非常勤）と記載すること。また、所属していた会社及び団体をすべて記載し、かつ商品先物取引法（旧商品取引所法含む）又はそれ以外の法律に基づく外務員登録の経験がある場合には、根拠法の別及び記載された所属会社ごとに外務員であった期間を記載すること。
２．罰則等とは、法令による罰則、公の機関又は所属会社・団体等による処分及び制裁等をいう。

（2020/12）

